
長野県における
近代天文史の調査と展示

～資料から探る宇宙県のルーツ～

陶山徹（長野市立博物館）、渡辺真由子（茅野市八ヶ岳総合博物館）、

大西浩次（国立長野高専）、大西拓一郎（国立国語研究所）、

長野県天文文化研究会メンバー

すやま





目標：宇宙県のルーツは？

• なぜ、長野県は宇宙県なのか？

–歴史的、文化的にも宇宙県なのか？

–科学史、天文史上の位置づけ

• 可能な限り一次資料から実証的に探る

–出版物に書いてあることもあるけど…。

宇宙県天文文化研究会発足
（2019年10月）

国立国語研究所市民科学プロジェクト始動
（2022年4月）



諏訪天文同好会

• 日本初の市民による天文同好会（1922）

• 様々な人材を輩出

–五味一明

• とかげ座新星発見

–古畑正秋

• 国立天文台台長

–青木正博

• 諏訪の自然と文化を守る会、日本星空を守る会

–藤森賢一

• 1953年から太陽観測、今も現役！

諏訪天文同好会発起人写真
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）



諏訪天文同好会の変光星観測
「天文月報」1924年5月

河西自作の湖月チャートは、五味監修の「変光星図」のもと
となる。



近代天文史資料＠長野県

• 茅野市八ヶ岳総合博物館

–五味一明氏（とかげ座新星発見、元諏訪天文
同好会会長）、

–佐久間精一氏（変光星観測者）

–現在、整理中（目録作成、写真撮影）

• 大正～昭和にかけてのアマチュア天文家
に関する貴重な1次資料

• 関係者からの聞き取り。

–藤森賢一氏、茅野勝彦氏



五味一明氏関連資料

• 様々な変光星図

• 変光星観測記録

• とかげ座新星発見時の資料

• 「日本アマチュア天文史」執筆時の資料

茅野市八ヶ岳総合博物館五味資料



とかげ座新星発見（五味一明）

• 北海道へ日食観測のため遠征

–ピーク前に発見(1936年6月18日)

茅野市八ヶ岳総合博物館五味資料



佐久間精一氏関連資料

• 神田茂氏関連資料

–各地の天文家からの観測報告

• 一戸直蔵氏（変光星観測者）関連資料

• 湖月チャート

–河西慶彦氏（諏訪天初代会長）作成星図

• たくさんの観測記録や星図



神田茂と各地の天文家のつながり

• 各地の天文家から観測報告

茅野市八ヶ岳総合博物館佐久間資料



湖月チャート

• 河西慶彦氏（諏訪
天初代会長）作成
星図

• 五味一明氏「変光
星図」のもと。

茅野市八ヶ岳総合博物館佐久間資料



巡回展とシンポジウム

• 巡回展

–茅野市（11/1-）、長野市(2/4-)、伊那市(8月)

• 研究会：11/18（金）＠諏訪市

–『長野県は宇宙県』の天文史100年と市民科学（仮）

–長野県の天文史、変光星、太陽観測

–宇宙県の研究成果発表と外部専門家との議論

• 巡回展記念講演会

– 11/19（土）＠茅野市

–土井隆雄氏（元宇宙飛行士、天文家）、山岡均氏
（国立天文台）



まとめ

• （できるだけ）一次資料から「長野県は
宇宙県」のルーツを探る

• 茅野市八ヶ岳総合博物館には、アマチュ
ア天文家に関する資料

–現在、整理＆調査中

• 11月には、巡回展＋研究会＋講演会

是非ご参加ください！
巡回展、研究会、講演会。

調査も…。



おまけ（他にも…）

• 三澤勝衛

–日本最初期の太陽観測

–諏訪天とも関係？

• 田中静人

–世界最長級の太陽観測

• 中沢登

–神田茂（東京）、山本一清（京都）とのつな
がり

–長野は東西天文文化の結節点？


